
 理事会報告書                                       

１．概要 

 臨時理事会  

日 時 令和 3年 5月 30日  11:45～12:15 

場 所 リモート 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、永木照彦、 

浦川純二、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、田中拓郎、池田章子 

監事リモート：平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之 

事務局：坂井孝行 

２．理事会議題と決定事項 

（１）報告事項 
 １）県からの協力依頼について 

長崎県から、今年度の国保の健診は骨折にテーマを絞って啓発したいということで、ブースを設けて
転倒予防についての助言や運動指導をしてほしいとの依頼あり。県リハや広域と一緒にする予定。ま
ずは長崎県、本会大山会長、県リハ松坂先生との打ち合わせを予定する。 

２）長崎 J-RAT、県リハ合同研修会等について 
総会時に指摘があった「感染時の人材育成」について、長崎 J-RATと広域、県リハ、日病の長崎支部
との合同開催での研修会開催を検討。近々に各関係団体に案内したい。また、J-RATの方で、6月 19
日に避難所体験研修を長崎市諏訪小学校にて開催予定。長崎県や市の危機管理室と一緒に行う。ま
た、専門職としてのフォーラムも開催予定。いずれも県士会がバックアップする。 

３）第 1回理学療法士講習会について 
   表記について、マイページから申し込み可能となっている。実際にコロナ感染が起こった病院での初

期対応や、食い止める努力等、現場の生の声を聞ける研修企画。7月 11日（日）9時 30分から 18時
30分まで。申込期限は 7月 1日まで。ご周知いただきたい。 

４）総会での決議事項について 
総会で事業計画と事業予算は承認事項ではなかったか、という意見が出た。本協会の定款では事業決
算と事業報告だけが決議事項で事業計画と予算は報告事項となる。監査内容も含めて法的根拠につい
て事務局で整理する。 

５）九州学会他報告事項について 
九州学会の今後の流れとして、今週中に Web のラインを立て、リハーサルした後 NBC ソシアと話し
合いをする流れ。情報が整理出来たのち、全体会議を予定。また、高校サッカー、高総体のサポート
については、県北中心に現状 10 名のスタッフが上長の許可をとり、対応している。ダイハツから、6
月に行われる地域密着プロジェクトは中止という連絡あり。 

 ６）休会者について 
   休会者が増えている状況。2,240名の会員のうち約 1割の 204名が休会。女性が約 6割で、休会理

由として「子育て」、「会費負担」、「出産・妊娠のため」が多い。今後入会するメリット、研修会
の開催、会費負担などの情報提供をしっかり行う。休会者のうち休会期間の平均は 3 年 6 ヶ月で
最長 18 年。女性会員の比率の高さ、国の働き方改革など、会としても労働環境委員会を中心に積
み重ねる必要がある。ハラスメントの相談窓口についても検討。 

 ７）定時総会について 
   物故会員への黙祷の際に、もう少し情報を入れていただけると良い。決議の際、リモートで賛成者の

数がわかりにくい件について、カウントの方法等について検討。会員数については全国の会員率が
65%であることを考えるとこれくらいか。今後施設ごとの会員率に踏み込んでの調査も検討。公益社
団法人としての定款のありかた、総会の進め方など一般の会員への周知も検討。 
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